
袋井市都市計画マスタープラン市民意見交換会の結果

袋井市都市計画マスタープランの策定にあたり、地域の具体的な方向性を示す
地域別構想について、地域住民が描くまちの姿をお聞きするため、令和７年２月
８日から２月15日にかけて市民意見交換会を開催しました。

連合会ごとにグループを作成し、「土地利用」、「道路・交通」、「環
境」、「景観」、「安全・安心」の５分野の視点から地域の「伸ばしたい
点・残したい点」と「解決したい課題」について意見交換を行っていただ
き、最終的に地域別構想の「地域のまちづくり方針」の視点として
５つのキーワードにまとめていただきました。

１．概要

２．意見交換会の内容

参加人数会 場開催日時

27人総合健康センター令和７年２月８日（土）
午後１時30分から北 部

48人袋井北コミュニティ
センター

令和７年２月８日（土）
午後７時から中部北

28人高南コミュニティ
センター

令和７年２月15日（土）
午後７時から中 部

19人浅羽北コミュニティ
センター

令和７年２月９日（日）
午後１時30分から中部南

10人幸浦コミュニティ
センター

令和７年２月９日（日）
午後６時30分から南 部

•北部
今井、三川、上山梨、
下山梨、宇刈
•中部北
袋井、川井、袋井西、
田原、方丈、袋井北、
袋井北四町、袋井東一、
袋井東二
•中部
駅前、高尾、愛野、
高南、豊沢
•中部南
笠原、浅羽北、浅羽西
•南部
浅羽東、浅羽南

それぞれの地域に属する
自治会連合会
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【グループワークの様子】

若い方・女性を中心に１連合会につき５人程度に参加いただきました。
（連合会⾧はアドバイザーとして参加）

（１）開催単位

３．開催状況

袋井市都市計画マスタープランにおける５地域区分で開催しました。

（２）参加者

（３）内容
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三 川

今 井

宇 刈

上山梨

下山梨

農地の活用（農地の集約に
よる大型・効率化、耕作放棄

地の活用）

アクセスの利便性、バ
ス・タクシー（自動運転・
かわせみ号の活用など）

里山風景、夢の丘公園の
アピール

安心・安全（水害対策・防犯
灯設置など）

人材活用（地域の多様な人材
の活用）

農地の有効活用（遊休農地
の活用）

集客施設（商店・病院・子育
て支援施設等）

スムーズな交通体系（通行
しやすい道路と公共交通の充

実）

防災面（治水対策・避難所の
確保）

教育施設の広域化（少子化
による施設の統合）

若い人、小さな子どもが
集える施設（＋キッチン
カーなど）

南北軸の強化（公共交通等
による南北強化）

里山の活用（道の駅、イ
ベント等）（里山風景・里
山公園の活用）

ふるさと納税（さわやかと
連携）（地元有名企業との連
携によるＰＲと税収増）

北部の住みやすさを活かす

子育て支援の充実（屋内で
子どもが遊べる場所の確保）

太田川の有効活用（水辺
空間の多目的利用） インフラ整備（水道・下水

道・道路・排水路などの整備）

防災意識の向上（液状化を踏
まえた避難所の充実） 地域コミュニケーション

（強固な地域コミュニティの維

持）

交通安全対策（主に交差
点形状・歩道）

スクールバス（子どもの交
通安全確保）

公園を作る（子どもが遊べ
る場所の確保）

災害対策（浸水対策・水利の
確保）

若い世代（若い世代に向けた
まちづくり）

＜地域のキーワード＞
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袋井・
川井・
方丈

袋井西
・田原

袋井北

北四町

袋 井
東 一

袋 井
東 二

水田、畑（遊休農地の利活
用）

生活利便をこのまま（都
市機能の維持・集約）

商業施設、病院、銀行の
維持確保（都市機能の維
持・集約）

内科を増やして。（都市
機能の維持・集約）

優良農地の休耕田が散見、
農地の有効活用、宅地化
への転用模索

大和ハウス跡地の大型商
業施設等への活用、旧東
海道と国道1号線の間の
農地転用と開発

きれいな水を活用したハ
イテク企業の誘致

道路交通（地区内道
路の整備・維持管理、
集落間交通の充実）

太郎平新道はいつ
完成するの?（拠
点へのアクセス向
上）

公園の活用（地域に多い河川公園
等の活用）

東海道のアピール（宿場町の歴
史・景観等の活用）

名物公園があると良い（子ども
が遊べる場、人が集まる場）

可睡斎・久野城址を大事に
（歴史・文化資源と自然の保全）

自然環境を大事に（宇刈川・田
んぼの生物多様性の保全）

市主導の東海道松並木サミッ
トの開催

油山寺を活用した観光事業で
地域活性化へつなぐ

水害に備える（河川の整備）

地震対策（倒壊対策など）

防災（多面的な防災の展開）

川の氾濫対策を!（原野谷
川・沖野川の整備）

行政機関が近いので安全・
安心につながる（消防・警
察・市役所等の集積）

防災能力を有した公園整備

GISの活用（デジタル技術の活用な
ど）

コミュニティ（農家と園児、外国
人、転入者との交流など）

多様な人材の活用（シニア人材の
活用）

外国人との関わり方（多文化共生
の取組み）

ハイテク技術を活用した労働意
識向上に繋がる従業員の確保

ハイテク事業により全国から若
者が集まる（多文化含む）

観光事業と地元住民と従業員の
交流による地域活性化

さわやかアリーナで安心
（防災施設としての機能活用）
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駅 前

高 尾

愛 野

高 南

豊 沢

目玉施設（大型施設（ヤオハン）の復
活）

飲食が少ない（飲食店等によるにぎ
わいの創出）

東通りアーケード、高南～
図書館を歩行者天国、静橋
～駅～和橋の一方通行（アー
ケード、一方通行等による駅周辺
の回遊性の向上）

明るく（電灯）（夜
間の安全な歩行空間の確
保）

河川の整備（河川の景観向
上）

計画的な信号機の設置（道路
整備、交通量の増加に伴う交通安
全対策）

水・川・池を活用した環境
（小笠沢川・秋田川・原野谷川、
田畑東遊水池などの景観、公園
の活用）

茶畑のある景観（茶畑の保全
と活用）

ゴミ収集の基準明確に（ご
みのないきれいなまちづくり）

河川・大雨対策（水
害対策・JRガード下の
処理など）

人口増加に伴う商業施設がない
（愛野駅周辺への都市機能の集約）

学園地区でありながら若者がと
どまる環境（働く場所）がない

子どもと高齢者の居場所づくり

愛野駅中心の東西南北の道
路整備（川・線路による南北分
断解消、掛之上祢宜弥線の整備）

防災組織と拠点の確
保、土砂災害への対
策強化、愛野交番の
設立

新幹線南の土地利用（荒廃農地の公
園化など）

エリア内の移動手段（区域内
の東西をつなぐ公共交通など）

高齢者と歩行者が安心して
通れる道路（集落内の歩道・自
転車道の整備）

水害のない高南

娯楽施設（芸術・食事）（法多山
を活かした地域の活性化）

子どもが安心して過ごせる場所
（子どもが勉強・学びのできる場所）

袋井のよさをもっ
とアピールしても
いいのでは

観光におすすめできる場所
（終日）（観光振興による地
域の活性化）法多山を中心に滞在できるよう

に（エコパ・法多山を中心とした滞在
の魅力と宿泊施設）
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笠 原

浅羽北

浅羽西

浅羽東

浅羽南

住み良いまちづくりを目指して
産業用地や住環境の整備（小笠山
工業団地の充実、地区計画制度の活
用）

高齢者にも使いやすい交通
手段の確保（軽便道・散歩道
の整備、公共交通の維持など）

岡崎城周辺などの歴史と自然
環境を生かした公園整備、風
見の丘の再整備、地域の特性
を活かした防災公園整備

笠原地区の河川の整
備 今ある茶々処の発展

土地の有効活用（地盤を考慮）
（温室跡地、耕作放棄地等の活用）

世代を超えたコミュニケーショ
ンの場（充実している文教施設の活
用）

移動手段の充実（バス路線の
拡大など）

景観の活用（茶畑）（田園・茶
畑の保全とPR）

末端の防災の充実
（水害、防災活動の活性
化など）

高齢者の移動手段の確保
（公共交通の不足）

農産物のブランド化（農業の活
性化と田園風景の保全）

景観・防災対応の高
台（景観を楽しめ、津
波・水害対策になる高台
の設置）

地域の宝「幼稚園」
をどうする（小規模幼
稚園の統廃合の検討）

150号にジョイフル（国道150号
沿線の土地の利活用）

ちょこっとよれるお店が欲しい
（飲食店等の人が集まる場の確保）

国道150号沿いの空き家・店舗
の活用

もっと!メダカ号（地域協
働運行バスの充実）

道の安全性の向上（歩道等
の地区内道路の安全性の確保）

野鳥と星（と海とBBQ）（昼
の野鳥・夜の星空の風景の保全と活
用）

常林寺のPR・充実（歴史・文化
資源のPR・充実）

海岸の景観を残したい（砂浜の
保全など）

農地の活性化（優良農地・田園
風景の保全）

地域の情報発信（海
プロなどの地域の魅力発
信）

南 部


